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関連する箇所 

言葉の説明；作動記憶とは、読み、計算、推論などの認知活動の遂行中に必要となる情報

を一時的に保持するシステムである。音韻ループとは、読み、計算、言語獲得といった認

知活の遂行に貢献していることが広く認められている。 

先行研究への指摘； Baddley（１９８６）の作動記憶のモデルでは、受動的で補助的な情

報保持機能を担うとされているが、最近では、行動のコントロールにも音韻ループが能動

的に関わることもあることが指摘されている。 

仮説；行動のコントロールにおける音韻ループの役割を調べる。２つの行動の切り替え課

題において、音韻ループが何らかの影響を及ぼしているのではないか。 

方法；構音抑制によって、音韻ループに干渉を加えてスイッチング課題をさせる群と具通

にさせる群の、スイッチングにかかる反応時間を計算。 

結果； スイッチング課題の際に、前のプログラムの保持が必要とされる場合、音韻ルー

プがその保持に関わることが示された。（数字を人間は、音、言語で記憶しているんだろう）

自分の意見 

行動の抑制というのは、大げさで 前の内容を保持しておかなくてはいけないときに 

（この実験は数字）、音韻ループを使って保持しているらしいことがわかったようだ。 

ってことは、文を読む際に使ってる、特に英語の文章は、ほとんど、この音韻ループを使

っていると思われる。                                 
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